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　新年度を迎え、皆様には春の息吹から初夏に向かう安ら
かなひとときをお過ごしのことと存じます。
　今年の春は、過去３年続いた新型コロナウイルス感染症
（コロナ２０１９）からの呪縛から少し解放される時となり
ました。いわゆる２類から５類への「格下げ」が行われ、巷
では、一部でのマスクからの解放など、目に見える変化が生

じています。しかし、病院となるとだいぶ話は別で、一日で患者さんがゼロになるわけもなく、世間
での制度的な扱いは変わっても、院内での感染防御や隔離の態勢は大きくは変化しません。マスク
も、入館者は全員装着必須です。とはいえ、すでに国の指針でも出されたように、診療上も意味の
ある面会の再開は５月８日を期して実行しています。一家族３人まで、１回１５分までと言う制約付
きですが、例えば直接お孫さんがおじいちゃんの手を握ってあげる、それは貴重な癒やしになるの
ではないかと想像します。
　今後、医療機関同士の陽性者入院調整になるとのことで、当院としても、病床はいつでも準備し
て対応する所存です。ただ、今後は入院を必要とする疾患担当科が主治科となり、これも国の指針
通りですが、それぞれの担当科での個室管理を原則とする予定です。不幸にして他疾患入院中に陽
性となる患者様もあり、時にいわゆるクラスターとなってきたわけですが、この場合は、大部屋への
陽性患者のコホート（集中化）管理も含めて、原則その病棟での管理を継続する、という方針で、
病棟休止などによる一般患者様の診療にできるだけ影響がでないようにする予定です。
　コロナ２０１９の社会的呪縛から解放されており、種々の対面での勉強会や講演会を再開してま
いります。一つは、来る６月２３日（金）に、八代グランドホテルで予定しております、「熊本労災病院
地域医療連携の会」です。今回は、特別講演者に熊本大学医学部長の尾池雄一先生をお招きし、
熊本大学医学部の現状についてお話しいただく予定です。尾池先生は、「八代地域にも多くおられ
るOBOGの皆様にもわかりやすい話をします。特に今後の地元で活躍医師育成を目指して、学生さ
んのリクルートも視野に入れています。」とのことでした。医師を目指す、中高生のお子様がいらっ
しゃる方は、ご両親での参加も含め、是非ご聴講にお出でいただければと存じます。もちろん、その
後の懇親会で当院での診療の実態を担当者が直接お話しさせていただく機会も作りたいと思って
おります。
　また、後日ご案内いたしますが、７月７日（金）に、桜十字八代ハーモニーホールで、「うんち博士」
こと、中野美和子医師による、小児の排便に関する市民公開講座も開催します。親御さんだけでな
く、保育士さんや教諭のみなさんにも、目からうろこの楽しい話が聞けるものと存じますので、メ
ディカルスタッフの方 も々お誘いいただければと存じます。
　新年度を迎え、当院の診療体制も少しずつ変化し、耳鼻科を中心とした多職種による睡眠時無
呼吸症候群の診療や、乳がん、子宮がん検診の開始など、新たな取り組みも始まっています。一方、
救急車搬入台数も増加傾向で、当院の「断らない救急」は不変です。創設以来７０年の年を経てい
ますが、なお進化する熊本労災病院を今年度もどうぞよろしくお願いいたします。
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理 念

良質で信頼される医療の実践

基本方針
１　地域の人々と働く人々に寄り添い、その健康と尊厳を守ります。
２　地域医療機関と連携し、急性期医療を担う中核施設として全人的

医療に貢献します。
３　いつでも受け入れられる救急医療、災害医療を実践します。
４　人にやさしく優れた医療人を育成します。
５　病院の理念実現のための健全な経営基盤を確立します。

患者の権利

１　全ての患者さまが良質で安全な医療を平等
に受けることができます。

２　自身の病気や医療内容について、十分な説
明を受けることができます。

３　詳しい説明を受け十分に理解した上で、検
査や治療方法を自身で選ぶことができま
す。また、当院での治療計画を他院の医師
に相談することができます（セカンドオピ
ニオン）。

４　医療上得られた個人情報などのプライバ
シーは、法的あるいは治療上などの正当な
要請のある場合を除き、保護されます。

５　手続きに則り、自身の医療上の記録や情報
の開示を求めることができます。

患者の責務

１　自身の病状や健康に関する情報を詳しく正
確に伝えてください。

２　社会的ルールを遵守し、自身と他の患者さ
まと共に良質な医療を受けることができる
よう、病院の規則、職員の指示を守ってく
ださい。
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令和５年度 診療科の御案内 【幹部紹介】
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（兼脊椎センター長）（救急・災害医療担当）
（医事業務担当）

（兼治療就労両立支援部長）（兼地域医療連携室長）
（兼労災疾病研究室長）（兼熊本労災看護専門学校長）
（兼臨床研修センター長）（教育・研修担当）
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（兼内科部長）（兼消化器内科部長）（兼肝疾患センター長）
（兼入院・外来診療部統括部長）（兼健康診断部長）
（医療安全管理室長）（倫理担当）
（兼がん総合診療センター長）

（兼産婦人科部長）（兼地域医療連携副室長）
（薬事、治験担当）
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乳腺外科部長

糖尿病・代謝内科部長
（兼栄養管理部長）

一般外科部長
（兼救急・災害診療部長）

放射線科部長
（兼中央診療部統括部長）
（兼医療情報部長）

耳鼻咽喉科部長

第二呼吸器内科部長

整形外科部長
（兼関節外科部長）



　４月から黒木美樹医師が着任し、９名体制で診療を行っています。熊本県南呼吸器内科の拠点病院として、入院患者数は
２００１年度４０３名から２０１９年度１２３９名と３倍に増加しています。呼吸器感染症、肺癌、気管支喘息、慢性閉塞性肺疾
患、間質性肺炎など呼吸器疾患全般と不明熱やその他の感染症疾患など、地域医療機関からの紹介・救急患者に対応してい
ます。２０１９年度の入院内訳では肺炎・胸膜炎などの感染症が５６８名（４５.８%）と最も多く、高齢化社会を反映して高齢
者の嚥下性肺炎の救急受診が多くを占め、経口摂取の可否に関しては、耳鼻咽喉科での嚥下評価、ＳＴによる嚥下リハビリを
共同して行っています。肺癌は手術非適応例でも化学療法の進歩で延命効果も高くなり、入院から外来に移行しての化学療
法も積極的に行なっており、２０１９年度の入院は３３６名から３１９名（２５.７％）と若干減少しています。呼吸器外科も常勤
体制で肺癌だけでなく、膿胸、気胸など協力して診療に当たっています。気管支喘息・肺気腫などの閉塞性肺疾患の入院は、
感染合併による急性増悪が殆どで救急受診や他院からの紹介入院です。間質性肺炎は原因によって治療法や予後が大きく
異なり専門性が要求される分野ですが、特発性・膠原病関連肺炎・薬剤性肺炎等も含めて１０２名（８.２％）とやや増加傾向
です。また、２０１６年の熊本地震において閉鎖した八代市立病院の結核に代わって、２０１９年１２月当院に結核患者収容モ
デル事業に基づいた前室付きの陰圧室２床が完成し肺結核や新型コロナ感染症などの収容が可能となりました。特殊外来と
して、職業性肺疾患、特にじん肺、アスベスト関連疾患に関しては数少ない専門医療機関として、診断や手帳検診等で県外か
らも広く患者様の紹介を受け入れアドバイスや労災疾病申請の援助などを行っています。
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令和５年度 診療科の御案内 【呼吸器内科】
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呼吸器内科部長
（兼感染制御部長）（兼アスベスト疾患センター長）
日本呼吸器学会指導医、
日本内科学会総合内科専門医・指導医

呼吸器内科医師
日本内科学会認定医
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第二呼吸器内科部長
日本呼吸器学会指導医、
日本内科学会総合内科専門医・指導医

呼吸器内科医師
日本内科学会認定医
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腫瘍内科部長
（兼がん総合診療センター副センター長）
（兼化学療法センター長）
日本呼吸器学会専門医、
日本内科学会総合内科専門医
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呼吸器内科副部長
日本内科学会認定医
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呼吸器内科医師呼吸器内科医師
日本内科認定医、
日本呼吸器学会専門医

呼吸器内科医師



　令和５年に入り、コロナ感染者もだいぶ減少してきました。最近は熊本県内の感染者数も２桁です。昨年、クラスターが発
生した当院でも感染者は数名となりました。デルタ株のころは世界中であれほど恐れられ、若い方も命を落とすほど重症化
率が高かったのに、オミクロン以降は若い方に軽症が多く、高齢者や基礎疾患のある方に中等症が多いが、感染終了後に体
力が戻らず基礎疾患の悪化や合併症で亡くなる方が多いようです。政府は５月８日に「感染症５類」に格下げするとしていま
すが、内視鏡検査や入院前に行ってきたＰＣＲや抗原検査をどうするか、感染の減少を受けての学会の方針もまだ更新されて
おらず現場任せになっており、患者や病院の肉体的、経済的負担も増えています。今後第９波が来る可能性も否定できず、抵
抗力の少ない病人や高齢者の多い病院という職場なので、一般社会と同じように感染対策を緩める訳にはいきませんが、基
本的な感染予防に留意しつつも、少しずつ負担を減らしても良い頃かも知れません。
　当院の消化器内科では、千代永卓先生、市川亮先生、日隈ゆかり先生、富口純先生、米田暁先生、松田暖先生と私の７人体
制ですが、日隈先生は昨年６月より出産・育児休暇中のため、実質は６人体制です。当科の基底ベッド数は４１ですが、多いと
きは６０名を超えることもあります。千代永先生は胆膵専門のため、ERCPや超音波内視鏡など胆膵系の検査・治療が増加し
ています。昨年Spy-glassという結石を破砕できる胆道鏡を導入したので、胆管結石を直接観察して破砕・治療も可能です。
閉塞性黄疸や胆嚢炎におけるPTCDやPTGBDも行っています。胆膵悪性腫瘍に対する外科的治療が困難な場合は、既存の
化学療法のほか、胆道癌には最新のデュルバルマブ治療も可能です。
　緊急の上下部内視鏡検査の他、NBI・拡大内視鏡、上下部消化管ESD、小腸/カプセル内視鏡、ＣＴコロノグラフィー、食道
胃静脈瘤治療、胃瘻造設・交換などは通常業務として行っています。
　肝臓専門外来を毎日行っており、外科、放射線科と共に「肝疾患センター」を運営しています。ほぼすべての肝疾患を扱っ
ていますが、Ｂ/Ｃ型肝炎のコントロールがほぼ完全に可能となった現在、院内外での掘り起こし・啓発活動に力を入れていま
す。特に当科では、検査部で検出したＨＢｓ抗原/ＨＣＶ抗体陽性者はすべてチェックして、必要であれば他科の患者であって
も消化器内科を受診するよう担当医または患者に通知するシステムを2018年より確立しています。丁寧で持続的なフォロー
アップを心がけて肝癌を早期発見し、手術・ラジオ波・TACEによる治療につなげています。さらに肝癌に対する分子標的治
療薬ソラフェニブやレンバチニブ治療のほか、免疫チェックポイント阻害剤の新薬デュルバルマブ＋トレメリムマブ、アテゾリ
ズマブ＋ベバシズマブ併用。ラムシルマブ、レゴラフェニブ、カボメティクスなど最新の治療が可能です。消化器外科医のほか
移植外科の林田信太郎先生、小児外科の大矢雄希先生など経験豊富なＤｒがおられるので肝切除は充実しています。
　治癒切除困難な悪性腫瘍も増えていますが、病棟消化器カンファレンス、外科・放射線科・病理との合同カンファレンス、
ＨＣＣカンファレンス、キャンサーボードにて多角的な目で治療方針を決定しています。ポート造設による最新の化学療法を
積極的に導入し、情報の共有が早く密で適切な医療を提供しています。学会・研究会にも多数参加しており、JDDWや地方
会のほか、ボストン、シンガポール、バンコク、上海、バリ、台湾、香港の国際学会でも発表しました。今年熊本で開催された、
消化器病学会/消化器内視鏡学会九州支部例会では６演題を発表しました。
　田中靖人教授が熊大消化器内科に赴任されて以来、大学医局は臨床と研究の両輪が廻り始めているように思われます。創
薬に関わる研究など夢のあるテーマをリードされておられ、医局の明るい活気を感じるのか若い人たちも入局を希望する人
たちが増えているようで、毎年活力ある若い消化器内科医師を送って頂く医局に大変期待しています。
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令和５年度 診療科の御案内 【消化器内科】
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副院長（兼内科部長）（兼消化器内科部長）（兼肝疾患セン
ター長）（兼入院・外来診療部統括部長）（兼健康診断部長）（医
療安全管理室長）（倫理担当）（兼がん総合診療センター長）
日本消化器病学会指導医、日本肝臓学会暫定指導医、
日本消化器内視鏡学会専門医

消化器内科副部長
日本消化器病学会専門医、日本肝臓学会専門医、
日本消化器内視鏡学会専門医

非常勤医師（毎週火曜日午後）
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内視鏡科部長
日本消化器病学会専門医、
日本消化器内視鏡学会専門医

消化器内科副部長
日本消化器病学会専門医、
日本消化器内視鏡学会専門医、日本肝臓学会専門医

非常勤医師（毎週火曜日午後）



　脳神経内科では、脳梗塞、てんかんなどの神経救急疾患から、パーキンソン病、認知症などの神経変性疾患、また頭痛やし
びれ、ふるえなどの日常よくみられる症状にいたるまで、幅広く診断・治療を行っております。この中でも、特に片頭痛につい
てはここ数年急性期治療、発症抑制ともに有効性の高い新薬が登場し、治療に革命が起きています。当科は毎日専門医が外
来対応しておりますので、頭痛で診断や治療に迷う場合は是非ご紹介いただければと存じます。
　地域の先生方からご紹介いただいた患者様につきましては、当科で治療方針が決定した後には可能な限り紹介元で治療
を継続していただくよう病診連携を図っていきたいと考えています。
※竹内先生に替わり、池ノ下侑先生が非常勤で金曜外来を担当されます。

　糖尿病・代謝内科は年々増加の一途を辿る糖尿病を中心とした生活習慣病の診断・治療・教育から、甲状腺機能異常ある
いは甲状腺腫瘍をはじめとした内分泌疾患の診断・治療を主に行っています。また、栄養サポートチームの一員として他科入
院中の患者様の栄養状態改善や血糖コントロールを積極的に介入することで、術後合併症の減少等にも大きく貢献しておりま
す。今年も1名の先生が交代となりましたが、「フットワーク軽く」のモットーは変わらず診療を行っていきたいと思います。
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令和５年度 診療科の御案内 【脳神経内科／糖尿病・代謝内科】
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非常勤医師（毎週金曜日）

脳神経内科医師
日本神経学会認定医、
日本脳卒中学会認定医

脳神経内科部長
日本頭痛学会指導医、
日本神経学会、
日本脳卒中学会専門医

主な対象疾患／糖尿病、甲状腺疾患（バセドウ病、橋本病、甲状腺腫瘍など）、内分泌疾患（下垂体、
副甲状腺、副腎など）
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院長補佐　糖尿病・代謝内科部長
（兼栄養管理部長）
日本糖尿病学会専門医・研修指導医

糖尿病・代謝内科医師
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第二糖尿病・代謝内科部長
（兼臨床研修センター副センター長）
日本糖尿病学会専門医・研修指導医、
日本内科学会総合内科専門医

糖尿病・代謝内科医師

脳神経内科 糖尿病・代謝内科



　循環器内科はスタッフの異動に伴い、小森田貴史先生を迎え、新たな診療体制となりました。私共の使命としております救
急患者さんの迅速な受け入れ、的確な診断と治療、地域の先生方とのスムーズかつ充実した連携などを通して、引き続き熊本
県南の心蔵および血管を守って参ります。
　また外来におきましても２診体制を継続し、循環器内科および血管内科を統合した形で心臓ならびに全身の血管疾患に対
する診療への包括的な対応を行ってまいります。何か少しでも気になることがありましたらいつでもどうぞご紹介ください。
　川上和伸先生をリーダーとする種々の不整脈に対する診療も、地域の先生方のご理解ならびにご協力もあって多くの患者
さんをご紹介いただいています。心房細動をはじめとするカテーテルアブレーション治療やペースメーカー治療などによりお
元気になれた患者さんから、大変喜んでいただいています。
　また一昨年から始動しました阿部浩二先生をリーダーとする心臓・血管リハビリテーションに、外来および病棟に心不全療
養指導士の資格を有する専任看護師１名を配置し、さらに充実した対応が可能となりました。これまで以上に積極的に入院
中から介入して、退院後も可能な限り自分の足で歩ける状態を維持し、また心不全増悪による再入院減少に寄与できるよう取
り組んでいきたいと思います。
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令和５年度 診療科の御案内 【循環器内科】

主な対象疾患／心不全、虚血性心疾患（狭心症、急性心筋梗塞など）、心筋症、高血圧、不整脈、弁膜症、
末梢血管疾患、高脂血症など
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第二循環器内科部長
（兼心臓リハビリテーション部長）
日本循環器学会専門医、日本心血管インターベンショ
ン治療学会専門医、日本内科学会総合内科専門医、日
本心臓リハビリテーション学会指導士

副院長（兼治療就労両立支援部長）（兼地域医療連携
室長）（兼労災疾病研究室長）（兼熊本労災看護専門学
校長）（兼臨床研修センター長）（教育・研修担当）
日本循環器学会専門医、日本心血管インターベンショ
ン治療学会指導医、社会医学系指導医
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第三循環器内科部長
日本循環器学会専門医、日本不整脈心電学会認定不整
脈専門医、日本心血管インターベンション治療学会認
定医、日本内科学会総合内科専門医、日本心臓リハビ
リテーション学会指導士

循環器内科部長（兼血管内科部長）
日本循環器学会専門医、浅大腿動脈ステントグラフト
実施医、日本心血管インターベンション治療学会認定
医 小
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循環器内科副部長 循環器内科副部長
日本循環器学会専門医、日本内科学会総合内科専門医、
日本心血管インターベンション治療学会認定医

循環器内科
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循環器内科医師循環器内科医師
日本心血管インターベンション治
療学会認定医

循環器内科医師



　尿素窒素やクレアチニンの上昇があり、腎機能障害が確認される慢性腎臓病ステージ３以上の患者様は、他科疾患の合併
や手術などで容易に腎機能の悪化がみられ、適切な治療を行わなければさらに悪化して尿毒症に至るリスクが増加します。
腎臓内科では入院・外来ともにこれらの患者様を管理し、適切な治療が行えるよう努めています。
　腎不全が悪化し重篤となる場合には、尿生成が十分に出来ずに体内に水分が貯留する溢水、高カリウム血症、高窒素血症
などが問題になります。腎臓内科外来は、火曜日は原道顯、木曜日は大学病院からの非常勤医師神吉智子が診療にあたって
おります。日常診療でこれら腎臓病を合併した患者様のコントロールに問題が生じた場合、お気軽にご相談ください。

　アレルギー外来を担当させていただいております、いで
アレルギー・呼吸器クリニックの出口（いでぐち）です。アレ
ルギー診療は一筋縄でいかないことが多く、患者様の診療
を通して日々勉強させていただいています。例えば、血液
検査の陽性・陰性とその患者様がアレルギーかどうかは必
ずしも一致しません。乳児の採血をして卵白のIgEを測定す
ると多くのお子様が陽性ですが、実際には卵アレルギーで
はないことが多いです。また、感作部位と誘発症状が異な
ることがあることがとても興味深いです。最近では有名な
話となっていますが、食物アレルギーは湿疹から始まるの
で、食物アレルギーの治療として、湿疹の治療をしなければ
なりません。他にも、クラゲに刺されて納豆アレルギーに
なったり、マダニに刺されて牛肉アレルギーになったり、魚
アレルギーの原因も小児は魚、成人はアニサキスなど興味
深いことが数多くあります。
　このようなことから食物アレルギーの診断には経口食物
負荷試験がスタンダードです。県内でも成人の食物アレル
ギーの負荷試験をおこなっている施設はほとんどありませ
んので、ご紹介いただけましたら幸いです。負荷試験は1泊
2日の入院で施行させていただいております。

　初めまして、日本形成外科学会専門医・指導医、医学博士の匂坂（さきさか）正信と申します。
　宮崎大学の医学部を卒業後、東京大学の形成外科に入局し、その関連施設である杏林大学で波利井清紀教授に師事し、そ
の医局人事で様々な病院で診療を行ってきました。
　その中で、糖尿病性足潰瘍、重症下肢虚血、褥瘡などの「難治性創傷」といわれる病気は、東京近郊でさえ専門的に治療を
行う医師が少なく、「これは故郷の熊本では困っている患者さん、医師がたくさんいるのではないか」と思いました。そのた
め、この分野の診療や研究に特に力を入れながら、国立がん研究センター中央病院や山梨大学病院では合計5年間、頭頚部
癌、軟部悪性腫瘍、乳房再建などの遊離皮弁移植術による再建手術を専門的に行い、直近では静岡済生会総合病院の形成
外科科長を勤めた後に、2021年4月から熊本に戻りました。
　重症下肢虚血という、「足に傷ができ、そこに血が通っていないため、傷が治らず壊死していく病気」の治療を行う上で、血
の巡りを改善していただける循環器内科医、心臓血管外科医の先生方と協力するのは必須であるため、熊本労災病院の循環
器内科の土井英樹先生達とチームを組み、毎週水曜日に「循環器足壊疽外来」として診療を行っています。
　出来るだけ残せる組織を温存しながら、同時に感染源となる壊死組織は的確に除去して感染コントロールを行い、最新の
創傷治療の手段を用い、最短の治療期間で日常に復帰していただけることを目標に、医師、看護師、義肢装具士の皆さんで
一丸となって治療にあたっています。傷の治療と血流の治療を同時進行で、同じ外来ブース内で行える環境が何よりありがた
く、最大の強みであると考えています。
　また入院が必要な場合も、傷を専門的に診ることができる皮膚排泄ケア認定看護師や、病棟の看護師さん達、循環器内科
の先生方と連携して治療を行っています。
　局所陰圧閉鎖療法や成長因子、創傷被覆材を用いた最新の治療はもちろん、傷が治った後も再発を予防するための靴やイ
ンソールの調整、装具作成、フットケアも行っており、総合的に足病変をフォローアップしていきます。
　最近ではカテーテル治療が出来ないような末梢の血管病変をお持ちで、これまでは血流改善をあきらめざるを得なかった
ような患者さんに対しても、LDLアフェレーシスや遠赤外線治療を組み合わせることで、慢性的な虚血の痛みを軽減させ、創
傷を治癒に向かわせることができそうな兆しが見えてきました。
　引き続き、あきらめずに患肢の温存に尽力して参りますので、足の傷が治らない症例を抱えていらっしゃる先生方は、何で
もご相談下さい。よろしくお願い申し上げます。
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令和５年度 診療科の御案内 【循環器足壊疽外来／腎臓内科／アレルギー外来】
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非常勤医師（毎週火曜日）

非常勤医師（第１・第３木曜日）
いでアレルギー・呼吸器クリニック院長

非常勤医師（毎週木曜日）

循環器足壊疽外来 腎臓内科

アレルギー外来
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非常勤医師（毎週水曜日）
サキサカ病院
形成外科・美容外科医師



　当科は八代医療圏における小児医療の中核的な役割を担っており、圏内唯一の小児入院施設として主に二次救急医療に
携わっています。外来では急性期の患者（主に感染症疾患）だけではなく神経疾患（てんかん、発達障害など）、腎泌尿器疾患
（ネフローゼ症候群、慢性腎炎など）、内分泌疾患（成長ホルモン分泌不全性低身長症、甲状腺機能低下症など）、循環器疾
患、血液疾患など多岐にわたる慢性疾患患者の治療に従事しています。また入院患者の多くを占めるのが感染症疾患であ
り、院内感染防止に気を遣いながら対応しています。
　小児科診療では子どもの病気の診断や治療だけでなく、成長・発達の評価をもとに子どもが健康に育っていくための助言
や支援を実践することが求められています。健診や病後外来で機嫌よく過ごす子ども達を診たり、病気や事故に対する予防
法について母親へ啓蒙したり、育児についてのちょっとした質問に答えたりするのは、小児科医の大事な役割であり、その役
割自体が大きな喜びでもあると私たちは実感しています。
　子どもは自分の言葉で正確に訴えることができませんが、体調の良否を表情・活気・食欲・周囲への反応などで表現してい
ます。症状が改善しない、原因がはっきりしない、何か気になる、など小児の診療でお悩みの際は当科へお気軽にご相談・ご
紹介ください。

　脳神経外科では、くも膜下出血や脳出血といった出血性脳血管障害、慢性硬膜下血腫をはじめとする頭部外傷、良性腫瘍を
中心とした脳腫瘍など、脳神経外科疾患全般の診療を行っています。虚血性脳血管障害に対しても、当院脳神経内科協力の
もとで、頚動脈内膜剥離術や浅側頭動脈中大脳動脈吻合術などの血行再建術にも積極的に取り組んでまいります。熊本大学
脳神経外科や近隣医療機関とも連携し、最先端の医療から地域医療まで幅広く実践してまいります。
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令和５年度 診療科の御案内 【小児科／脳神経外科】
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非常勤医師（毎週月曜日）
日本小児科学会専門医
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脳神経外科医師
（兼リハビリテーション科医師）
日本脳神経外科学会専門医

脳神経外科医師
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脳神経外科部長
（兼勤労者脳卒中センター長）
日本脳神経外科学会指導医、
日本脳卒中学会専門医

小児科 脳神経外科
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小児科副部長
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小児科副部長
日本小児科学会専門医
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小児科部長
日本小児科学会専門医



　私が本院で心臓以外の血管（下肢動脈、鎖骨下動脈、腎動
脈、その他静脈疾患）の診療を始めるようになって、19年目に
突入致しました。この間カテーテル治療を施行した症例は述べ
1900を超えました。これも日頃からの地域の先生方のご協力
によるものと感謝申し上げます。今後もこれまでと同様に心臓
血管外科の先生方ともしっかり連携を取りながら最善の治療
法を選択し、適切な治療を提供してまいります。また本年も外
来診療では、循環器内科外来との２診制により月曜日から金曜
日まで、血管疾患にてご紹介いただいた患者さんに、毎日しっ
かりと対応いたします。
　さらに昨年から毎週水曜日の足壊疽外来にて、東京大学や
国立がん研究センター、杏林大学などで、多くの創傷治療に携
わってこられたサキサカ病院 形成外科 匂坂正信先生に足壊
疽班として活躍いただいています。当科へは下肢虚血をはじめ
とする、様々な原因でなかなか創傷が治らない患者さんが多く
来院されますが、匂坂先生はこれまでの豊富な経験とその卓越
した技術により、下肢や趾切断を覚悟した患者さんの足をたく
さん救っていただいています。これからも匂坂先生を中心とし
て、WOCナースの坂田舞さんや循環器内科および血管内科担
当医師がチーム一丸となって、一人でも多くの患者さんの足を
救うべく頑張っていきたいと思います。

　当科では主に虚血性心疾患、弁膜症、心房細動などの不整脈、大動脈瘤や急性大動脈解離などの心臓大血管に対する外
科的治療を行っており、安全性および確実性を考えた治療を心掛けています。ハイリスク症例では、人工心肺を用いない冠
動脈バイパス術（オフポンプ心拍動下冠動脈バイパス術：ＯＰＣＡＢ）やステントグラフト内挿術（血管内治療）など低侵襲手
術および通常の手術にこれらの低侵襲手術を組み合わせて行うハイブリッド手術（例えば、弓部大動脈瘤に対する弓部分枝
再建を併施するステントグラフト内挿術など）にも積極的に取り組んでおり、ハイリスク症例や緊急症例に対しても合併症や
死亡率の低下を図り、術後もＡＤＬが損なわれない様な治療を心掛けています。下肢静脈瘤に対するレーザー治療（血管内治
療の1つで小さい傷で治療します）も行っています。心臓大血管疾患の手術適応、手術内容や手術のリスク（手術死亡率や合
併症発生率など）、予後についてなどお気軽にご相談、ご紹介ください。

　肺癌をはじめ、心臓・大血管および乳腺、脊椎以外の胸部の病変に対する手術を行っています。胸腔鏡を使用し、できるだ
け低侵襲な手術を行うように努めています。特に肺癌に対しては、診断から手術、術前術後のリハビリ導入、術後の抗癌剤治
療など、スムーズに治療を継続できるよう呼吸器内科、放射線科、病理診断科、リハビリテーション科と連携しています。
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形成外科医師

　形成外科は主に先天的、後天的な変形等を
形態的・機能的に修復・再建する外科であり、
社会への適応を最終目的として診療を行ってい
ます。現在、非常勤体制ですが、可能な限り対応
したいと思います。

血管内科

心臓血管外科

形成外科

土
ど

井
い

 英
ひ で

樹
き

血管内科部長（兼循環器内科部長）
日本循環器学会専門医、
浅大腿動脈ステントグラフト実施医、
日本心血管インターベンション治療学会認定医
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心臓血管外科部長（兼心臓血管センター長）
三学会構成心臓血管外科専門医認定機構修練指導者、
心臓血管外科専門医、日本胸部外科学会認定医、日本
外科学会専門医・指導医・認定医、下肢静脈瘤血管内
治療実施医

心臓血管外科医師
腹部大動脈ステントグラフト治療実施医
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た
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呼吸器外科部長
日本外科学会指導医、日本呼吸器内視鏡
学会気管支鏡指導医・評議員、日本呼吸
器外科学会専門医・評議員、腹腔鏡安全
技術認定、がん治療認定医、日本臨床細
胞学会専門医

呼吸器外科



　熊本県南の基幹病院として一般的な外科的疾患、救急医療はもちろんのこと常に進歩多様化するがん診療においても最新
の知見が提供できることを基本としています。
　当院外科は消化器外科、乳腺外科、呼吸器外科、小児外科・移植外科の各領域の専門医を含む医師で構成されておりま
す。消化器外科の手術件数も増加傾向にあり、2022年度は431件の手術を行いました。当科では内視鏡外科手術にも力を
注いでおり、胆石症、胆嚢炎のみならず、胃癌、大腸癌なども内視鏡下に手術を行っています。さらに手術のみならず術前術
後の癌に対する化学療法、その後の緩和医療も含め、癌患者に対し全人的な医療を提供できるよう取り組んでおります。高
齢化社会、核家族化に伴い患者本人をとりまく家庭環境も非常に厳しくなってきており、中央の医療機関とは違うバックアッ
プができるのも熊本労災病院の強みの一つと考えています。
　当科は日本外科学会、日本消化器外科学会の専門医修練施設として、一般診療のみならず研究、教育活動も行うように心
がけています。

　乳腺に関する全般的な疾患（乳がん、良性腫瘍、乳腺炎、女性化乳房など）を扱います。とりわけ当院で乳房精査を行い、
乳がんではなかった方については、乳がん啓蒙活動の一つとして乳がんのreal size 3D modelを供覧し、今後の乳がん検診
普及と自己検診の意識向上に努めていきたいと考えています。また、開業医の先生方よりの紹介については、診療情報提供
書を通じて、当院の診療内容が手に取るように理解していただけるように工夫しながら行っていきたいと思います。
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消化器外科副部長
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院長補佐　一般外科部長（兼救急・災害診療部長）
日本外科学会認定医、日本消化器外科学会専門医、
消化器がん外科治療認定医、
日本がん治療認定医機構認定医
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非常勤医師井

い の

上
う え

 光
み つ

弘
ひ ろ

林
はやし

　  裕
ひ ろ

倫
の り

消化器外科部長
日本外科学会指導医・専門医、日本消化器外科学会指
導医・専門医、日本消化器病学会専門医、日本内視鏡
外科学会技術認定医、日本癌治療認定医機構認定医

院長補佐　乳腺外科部長
日本外科学会指導医、日本乳癌学会乳腺指導医

 辻
つ じ

　 顕
あきら

消化器外科副部長／一般外科副部長
日本外科学会専門医

消化器外科・一般外科 乳腺外科
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　整形外科では、９名体制で診療を行っており各分野の専門医が在籍しております。脊椎外科（顕微鏡使用の除圧術や金属
を併用した固定術など）、関節外科（人工関節や関節鏡視下手術など）、手外科、マイクロ、外傷（骨折や脱臼）に対する手術
を多く行っています。
　令和４年度は手術１,６１３例でした。救急・手術に力を入れており、時間外、緊急の場合にも対応しています。令和４年度、1
日平均入院患者数７８.９人、１日外来患者数９６.９人、在院日数２０.７日でした。手術・救急対応重視の為、外来新患は救急と
紹介患者とさせていただいています。地域医療機関の先生方には外来通院加療・救急入院転院加療など大変お世話になっ
ております。
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令和５年度 診療科の御案内 【整形外科】
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副院長（兼脊椎センター長）
（救急・災害医療担当）（医事業務担当）
脊椎脊髄外科専門医・指導医、
日本整形外科学会専門医

手外科部長
日本整形外科学会専門医

脊椎外科部長
脊椎脊髄外科専門医・指導医、
日本整形外科学会専門医
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院長補佐　整形外科部長
( 兼関節外科部長 )
日本整形外科学会専門医、
日本リウマチ学会専門医
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第二脊椎外科部長
日本整形外科学会専門医、
脊椎・脊椎外科専門医・指導医

整形外傷科部長
日本整形外科学会専門医

2022年度年間実績
　■ 手術室での手術症例数　1,613例
　■ 入院患者数　28,781人（1日平均 78.9人）
　■ 外来患者数（延数）　23,536人（1日平均 96.9人）
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整形外科副部長
日本整形外科学会専門医

整形外科医師 整形外科医師

整形外科



　皮膚科は医師３名で診療を行っています。
　外来では、湿疹、真菌症、中毒疹などの一般皮膚疾患治療に加えて、皮膚腫瘍・皮下腫瘍の診断・小手術を行っています。
入院では、帯状疱疹、蜂窩織炎といった感染症、全身性薬疹、皮膚良性および悪性腫瘍の治療を行っています。
　患者様に良質な医療を提供できるよう努めてまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。

　小児外科では、新生児から概ね中学生くらいまでのお子さんの一般的な外科疾患を扱います。新生児を含めて、吐く、便
秘、腹部膨満、腹痛、痔瘻や裂肛などおしりの異常、便に血が混じる、便の色が薄い、内臓や体表の腫瘍、でべそや異常な分
泌物などのおへその問題、足の付け根が腫れる（鼠径ヘルニア＝いわゆる脱腸）、陰嚢に水がたまって腫れる（陰嚢水腫）な
ど、なんでもご相談ください。
　移植外科では、肝臓移植を主に、手術前の相談や、移植医療の実施、脳死移植施設への紹介、術後のフォローアップを行い
ます。小児から成人までの重い肝臓病のかたの治療選択相談、あるいは大学病院などで肝臓移植を受けたあとのケアを希望
される場合には気軽にご相談ください。
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令和５年度 診療科の御案内 【小児外科／移植外科／皮膚科】
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皮膚科医師

皮膚科医師
日本皮膚科学会専門医

皮膚科部長
日本皮膚科学会、難病指定医

小児外科・移植外科 皮膚科
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小児外科部長
（兼緩和ケア科部長）（兼医療安全管理室副室長）
日本外科学会専門医、日本小児外科学会専門医、
日本移植学会移植認定医

院長
日本外科学会指導医、日本小児外科学会指導医、
日本消化器外科学会指導医、日本移植学会移植認定医、
社会医学系専門医

小児外科医師
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移植外科部長
日本外科学会専門医、日本移植学会移植認定医



　昨年より今藤淳之助先生が新たに加わり、宮本、中村合わせて３名で診療を行っています。
　泌尿器科では、悪性腫瘍、排尿障害を中心に泌尿器科全般の診療を行っています。悪性腫瘍では腎癌、腎盂尿管癌、膀胱
癌、前立腺癌などが中心で、早期診断、早期治療および手術、放射線科治療、化学療法を併用した集学的治療により癌制圧
に取り組んでいます。
　また、進行癌の場合であってもがん化学療法においては最新の分子標的薬や免疫チェックポイント阻害薬なども積極的に
治療に取り入れ、患者さんのＱＯＬを維持しながら予後の改善に取り組んでいます。かかりつけ患者様の年１回のＰＳＡ測定
をこの場を借りてよろしくお願い申し上げます。排尿障害もまずは薬物療法を行い、無効例には主に内視鏡による手術を施
行します。当院では安全な手術をモットーに、高齢者であってもカテーテルフリー、ＱＯＬ向上を目指して積極的に手術を行っ
ています。尿路結石に対しても最新のレーザー機器を用いた経尿道的砕石術を行い、ほとんどの症例において一回の治療で
結石の消失がみられています。
　小児に対しても積極的に手術を行います。例えば、小児の停留精巣は年間１０数例程度ですが、この１０数年一定数を維持
していることから八代圏では手術適応となる患児がこの程度存在するという証です。小児科の先生方にもこの場を借りて御
紹介お願い申し上げます。
　「小児から高齢者まで疾患を問わず八代で治療を完治させる」を目標に診療を行っていきますので、いつでもお気軽にご
相談ください。

　地域周産期中核病院の産科として、八代圏域にとどまらず、人吉球磨
圏域、宇城圏域、芦北圏域からの症例にも対応し、他科との連携により
様々な合併症妊娠の管理を行っています。また、当院には新生児集中治
療室はありませんが、小児科と連携し切迫早産の入院管理や、妊娠34週
以降で人工呼吸管理が必要ないと予想される早産にも対応します。
　婦人科疾患に関しては、子宮筋腫、子宮内膜症、卵巣腫瘍などの良性疾
患はもとより、子宮頸がん・体がん、卵巣がん、腹膜がんなどの悪性腫瘍
の治療も行っています。手術療法に加え、化学療法や放射線科との共診
による放射線治療も可能です。
　かかりつけの患者様で産婦人科に関連する訴えがあれば、お気軽にご
紹介いただければ幸いです。
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泌尿器科部長
日本泌尿器科学会指導医
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第二泌尿器科部長
日本泌尿器科学会指導医
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泌尿器科医師
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産婦人科医師

産婦人科医師
日本専門医機構認定産婦人科専門医、日
本産科婦人科学会認定産婦人科指導医、
母体保護法指定医師

副院長（兼産婦人科部長）
（兼地域医療連携副室長）（薬事、治験担当）
日本専門医機構認定産婦人科専門医、日
本産科婦人科学会認定産婦人科指導医、
日本婦人科腫瘍学会認定婦人科腫瘍専門
医・指導医、日本がん検診・診断学会認
定がん検診認定医、母体保護法指定医師

泌尿器科 産婦人科
令和4年度のCOVID-19陽性妊婦受け入れ状況
受け入れ妊婦数 29
紹介元医療機関の所属圏域

八代圏域 10
人吉球磨圏域 8

宇城圏域 7
熊本市 1

自院 1
県外 2

分娩方法
帝王切開 27
経膣分娩 2



　耳鼻咽喉科は２０１５年４月より常勤医１名で診療を再開いたしました。その後２０１６年５月より２名、２０１９年１０月より
３名に増員となり、より充実した診療が行えるようになりました。
　耳鼻咽喉科は耳、鼻、口腔、咽頭、喉頭、頸部と広い領域を扱う診療科です。取り扱う疾患も中耳炎、副鼻腔炎、扁桃炎な
どの炎症性疾患、アレルギー性鼻炎等の免疫疾患、難聴やめまい、嗅覚障害、味覚障害、顔面神経麻痺などの感覚器・神経
障害、音声や嚥下などの機能障害、睡眠時無呼吸症候群、悪性腫瘍を含む頭頸部領域の腫瘍性疾患等、多岐にわたる疾患を
診察、治療しています。当科ではほとんどの耳鼻咽喉科疾患の検査、治療を当院で完結できるように対応しております。また
高次医療機関での治療が必要と判断した場合は、熊大病院等を紹介させていただいております。まずはご相談ください。

　眼科は平成28年1月より当院眼科の常勤医勤務が再開となり、平成31年4月からは常勤医2名で診療しています。平日午前
に一般外来を行い、月曜・木曜の午後は手術、火曜・水曜・金曜の午後はレーザー治療、硝子体内注射、外来手術、眼底造影
検査、術前検査など特殊検査・処置を行っています。また、令和元年の１０月から、視能訓練士が常勤となり、複視や斜視・弱
視の検査も行っています。当科では、常勤医勤務の再開後は白内障手術を増やしていっているところです。
　可能な限り多様な疾患に対応したいと思いますので、まずはご相談ください。今後ともよろしくお願い申し上げます。
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眼科副部長

眼科

　当科は当院入院中の患者様に対しリハビリテーションを行っています。
　高齢化に伴い、元々の病気の状態が不安定になったり、合併症が増えて不自由になり、日常生活で配慮や調整が必要となっ
たりする場合があります。そういったときに、リハビリテーションの検査や治療で、介護される方だけでなく介護する方も安全
で安楽な暮らしができるように取り組んでおります。
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リハビリテーション科部長
日本リハビリテーション医学会認定医
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リハビリテーション科医師（兼脳神経外科医師）
日本脳神経外科学会専門医

リハビリテーション科
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耳鼻咽喉科部長
日本耳鼻咽喉科学会専門医・指導医、日
本気管食道科学会専門医、日本耳鼻咽喉
科学会補聴器相談医、日本耳鼻咽喉科学
会補聴器キーパーソン、日本めまい平衡
医学会認定めまい相談医、日本職業・災
害医学会認定労災補償指導医

外来診療予定表
月 火 水 木 金

午前 一般外来 一般外来 一般外来 一般外来
専門外来 手術

午後 専門外来 手術 専門外来 手術

専門外来について（まず一般外来で診察を行い、必要な方を予約制で行っています。）
　補聴器・耳鳴外来：第１/３/５月曜午後、毎週木曜午前　嚥下機能検査：毎週木曜午後　めまい検査外来：毎週月曜午後
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耳鼻咽喉科医師
日本耳鼻咽喉科学会認定医、日本耳科学会認定医

耳鼻咽喉科



　現在の医療においては、的確な診断を行うために画像診断は必要不可欠な手段であり、熊本労災病院では放射線科常勤医
４名で業務にあたっています。また日本放射線科学会が定める放射線科専門医研修期機関に認定されており、後進の放射線
科医や臨床研修医の指導に力を注いでいます。
　平成２８年４月以来、既存の３．０Ｔ　ＭＲＩ装置に加え、１．５Ｔ　ＭＲＩ装置を導入し、予約待ち日の大幅短縮および検査
のニーズに合わせたＭＲ画像の提供ができる体制となりました。
　また、平成２９年１月より熊本県初の２管球ＣＴが稼動しています。国内でも最高峰レベルのＣＴ装置ですので、熊本県南地
区をはじめ医療圏ニーズに応えられるような画像提供を、更には研究部門でもその力を発揮すると期待しています。お困りの
症例などありましたら是非ご紹介ください。

　手術件数増加で、当院の年間麻酔科管理症例は約２，８００例を超えるようになりました。手術室内での麻酔業務をこなす
ことで精いっぱいの状況が続いており、現在ペインクリニックは休診しております。
　「断らない麻酔」を心掛けていますが、術前診察時に全身状態改善のため、あるいは追加検査を行うため手術を延期した
方がよい患者様を見つけることも、麻酔科の重要な役割と考えます。どうぞご理解ください。
　各科と協力しながら安全な麻酔を目標とし、高度かつ質の高い医療を提供できるよう努めてまいりたいと思います。
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院長補佐　放射線科部長
（兼中央診療部統括部長）（兼医療情報部長）
日本医学放射線学会研修指導者、
日本医学放射線学会放射線診断専門医

放射線科副部長
日本医学放射線学会放射線診断専門医
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放射線科副部長
日本医学放射線学会放射線診断専門医

放射線科医師

放射線科
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麻酔科部長
（兼集中治療部長）（麻酔科標榜医）
日本麻酔科学会認定指導医、
日本専門医機構認定麻酔科専門医、
日本集中治療医学会専門医、
日本救急医学会専門医、
Infection Control Doctor(ICD)、
日本 DMAT 隊員（統括）

第二麻酔科部長
（兼中央手術部長）（麻酔科標榜医）
日本麻酔科学会認定指導医、
日本専門医機構認定麻酔科専門医

第三麻酔科部長
（麻酔科標榜医）
日本麻酔科学会認定指導医、
日本専門医機構認定麻酔科専門医

麻酔科
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麻酔科医師麻酔科医師



　関節リウマチは効果的な治療薬であるＭＴＸや生物学的製剤、JAK阻害剤などが積極的に使われるようになり、早期診断
治療により良好な疾患コントロールも可能となってきました。少しでもお役に立てればと思います。

　当科は熊本県南の中核病院における病理診断部門であり、質の高い医療を支援するために、組織診断、細胞診断、術中迅
速診断、病理解剖を行っています。近隣の医療機関からの生検などの診断も行っています。病理解剖の結果はＣＰＣを行い、
臨床の向上に役立てられています。電子カルテや病理診断支援システムの導入により、マクロ、ミクロの情報を併せた病理診
断の報告を行っています。術中迅速診断では、手術中に病変の組織診断や断端の判定などを行い、常勤病理医のいるメリッ
トを最大限にいかしています。自動免疫染色装置の導入により、乳癌や胃癌におけるＨＥＲ２（IHC）、悪性リンパ腫や軟部腫
瘍などに関連した、さまざまな免疫染色を院内で迅速に行い、より精度の高い病理診断に寄与しています。
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病理診断科部長
（兼検査科部長）
日本専門医機構病理専門医、
日本臨床細胞学会認定細胞診専門医

病理診断科
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リウマチ内科／リウマチ・膠原病内科
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リウマチ・膠原病内科 非常勤医師（第２・４水曜日）
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リウマチ科医師
浜田呼吸器科内科クリニック／
リウマチ科
日本リウマチ学会専門医（評議員）、ICD
認定医、【所属学会】日本シェーグレン症
候群学会等

　当院は、多診療科を有する地域の中核病院として、救急医療、がん治療、小児周産期医療など豊富で幅広い症例を背景
に、初期研修医に対して、チーム医療の中で、医療の基礎知識、総合的診断能力や基礎的医療技術の修得を目指した研修を
実施しています。研修医の自主性が尊重される研修システムであり、積極性のある研修医は臨床経験も豊富となり、大きな伸
びが期待できます。また、「何を与えられたいか」ではなく「何を学びたいか」という研修医の自主性を重んじ、一人一人に対
し、マンツーマンのきめ細やかな、実践主義の指導を心掛けています。
　研修医には、年間を通して週に１回各上級医による早朝講義を実施しているほか、月に１回は経験症例発表会を開催してお
り、終了後には上級医を含めたみんなで病院提供のカレーを食す『カレーの会』として親しまれています。また、当院は卒後
臨床研修評価機構（略称JCEP）より、2022年1月18日評価委員会で認定証発行が承認されました。JCEPは、国民に対する
医療の質の改善と向上をめざすため、臨床研修病院における研修プログラムの評価や人材育成等を行い、公益の増進に寄与
することを目的とし設立されました。書面による調査と訪問による調査（実地訪問）により評価が行われます。
　今後も、臨床研修病院として研修医の育成に努めていきます。
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臨床研修医

２年次 研修医

１年次 研修医



　当院は、熊本県南の公的中核病院として、救急医療・がん治療・災害医療等に積極的に取り組んでいます。近年、患者さん
の高齢化に加え、短い入院期間内で集約された医療や看護サービスが求められています。当院は全職員が力を合わせ、チー
ム力を発揮し良質で信頼される医療の実践を目指しています。そして、看護部は「病院の理念と倫理に基づき患者さんに寄り
添い満足して頂ける看護を提供します」を理念としております。看護職は、日々のケアを通して患者さんの心にふれ、心に寄
り添い、心に残るような看護を実践していきたいと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。
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看護部 理念
病院理念と職業倫理に基づき患者に寄り添い

満足して頂ける看護を提供します。

看護部 基本方針

１　社会情勢や医療の進歩に即応し、安全で安心して頂ける質の良い看護
サービスを効率的に提供する

２　インフォームドコンセントをもとに自己決定を支える看護を提供する
３　急性期医療・地域医療推進の中、医療チームの一員としての職務を果

たせるように看護実践能力を高める
４　専門職業人として、質の高い看護を目指し自己研鑽に努める
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看護部長
認定看護管理者

看護副部長 看護副部長

認定看護師・特定認定看護師・特定看護師
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緩和ケア認定看護師 緩和ケア認定看護師 糖尿病看護認定看護師 感染管理認定看護師
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感染管理認定看護師 脳卒中リハビリテーション
看護認定看護師

感染管理認定看護師 脳卒中リハビリテーション
看護認定看護師

皮膚・排泄ケア
認定看護師

呼吸器疾患看護
特定認定看護師
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がん化学療法看護
認定看護師

クリティカルケア
特定認定看護師

認知症看護認定看護師 認知症看護認定看護師

● 認定看護師
緩和ケア認定看護師／２名、糖尿病看護認定看護師／１
名、感染管理認定看護師／3名、脳卒中リハビリテーショ
ン看護認定看護師／２名、皮膚・排泄ケア認定看護師／
１名、がん化学療法看護認定看護師／１名、認知症看護
認定看護師／２名　計12名

● 特定認定看護師（特定行為研修を修了した認定看護師）
クリティカルケア認定看護師／１名、呼吸器疾患看護認
定看護師／１名　計２名

● 特定看護師（特定行為研修を修了した看護師）
救急集中領域２名

看護部



　薬剤部では、患者さまのアドヒアランス向上と副作用の防止を図るために、服薬や薬の注意点などの説明を入院患者さま
中心に行っています。また、安全で適正に医薬品を使用するために、医療従事者や患者さま・患者さま御家族へ、薬に関する
情報を提供しています。現在、感染、糖尿病、栄養、がん、緩和などのチームの一員としても活動しています。医療が多様化・
複雑化する中、安心できる医療の提供のため、より専門的な知識を備える必要があり、薬剤部でも認定・専門薬剤師の資格
修得を推進し資格修得者も増えてきました。今後も患者さまへより良い治療が行われるために、医薬品適正使用の支援に努
めてまいりますのでよろしくお願いいたします。

　中央放射線部は1９名の技師と助手１名が在籍しております。2管球ＣＴ、ＭＲＩ（3.0T）を含め23台の放射線撮影機器を取
り扱っております。放射線科部長、荒木裕至先生をはじめ放射線科の先生方と連携し、撮影から画像診断まで速やかに行え
るよう心掛けています。中央放射線部ではこれからも撮影技術を高める努力を重ね、信頼できる画像の提供を目指していき
たいと考えていますので、連携医療機関の先生方におかれましては、今後ともご指導の程よろしくお願い申し上げます。

　中央リハビリテーション部では、理学療法士１７名，作業療法士７名，言語聴覚士４名，リハ助手３名の計３１名で業務に取
り組んでいます。整形外科疾患や脳血管疾患をはじめ、各種疾患に対して、入院早期，手術直後から介入しています。また、心
疾患やがんのリハビリテーションに関しては、必要な資格や研修を受講した専門の療法士が実施しています。その他に、政策
医療として職業復帰のための復職支援や、勤労者予防医療活動も実施しています。
　地域活動としては、県から委託されている『八代地域リハビリテーション広域支援センター』として、圏域でのリハビリテー
ション従事者や地域の方々を対象とした研修会の開催や現地に出向いての相談対応など、地域に密着した医療・知識・技術
の提供に積極的に取り組んでいます。

　中央検査部には､30名の臨床検査技師（正規
23名、嘱託3名、定年後再雇用4名）と3名の検
査助手（障がい者雇用）が在籍。日々の検査業
務は勿論のこと、細胞検査士、超音波検査士、感
染制御認定臨床微生物検査技師などの認定資格
も多数在籍し、高度で専門的な診療支援を行っ
ています。また、学会発表や研修会への講師派
遣等の学術的な活動も積極的に行い、ICTや
NST、糖尿病教室などのチーム医療にも貢献して
います。検査精度保証としては、毎年 日本医師

会、日臨技、熊臨技の外部精度管理も受審し、精度保証認証施設として認定も受けています。
　生理検査部門には､最新のハイエンド超音波検査機器を多数整備し、心臓・腹部・血管・乳腺・表在領域の質の高い画像診
断に貢献しています。また、労災病院の特色である振動障害検診を毎年、熊本・鹿児島県内に出張して行っています。検体検
査部門は、一般検査、血液検査、生化学検査、輸血検査が含まれ、最新の高精度な自動化分析機器を整備し、迅速且つ信頼
性の高いデータを報告しています。細菌検査部門は､県南地区の感染制御の中心的役割を担っており、県内では当院を含め５
施設しかない研修施設認定も受けています｡またCOVID-19対応としては、抗原定量検査とLAMP法、PCR法の核酸増幅検
査で運用を行い、効率的で信頼度の高い診断に寄与しています。病理検査部門では、術中迅速診断や多項目の免疫染色や
特殊染色を院内実施し、迅速かつ質の高い病理診断に貢献しています。また、抗悪性腫瘍剤や免疫チェックポイント阻害剤
へのコンパニオン診断や迅速オンサイト細胞診(ROSE)への対応を行い、適切な治療と患者負担軽減にも貢献しています。
　中央検査部は、これからも臨床検査センター長の吉田顯正先生と臨床検査科部長（病理診断科部長兼務）の栗脇一三先
生 指導の下、スタッフ一丸となり、地域医療のニーズに対応できる検査部を目指し全力で努めてまいります。連携医療機関の
先生方におかれましては、今後ともご指導の程よろしくお願い申し上げます。
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薬剤部長
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中央放射線部長

中央検査部長

薬剤部

中央放射線部 中央リハビリテーション部

中央検査部



　栄養管理部では、患者さまの栄養改善、病状改善について、「食」の専門性を活かし、各医療スタッフと連携しながら取り
組んでいます。入院患者様には、衛生管理を徹底し、安心安全で喜んでいただける食事の提供を行い、食事サービス面におい
ては、毎日の朝食の選択メニューに加え、年間４３回の行事食を提供し、中でも治療や疾患で食事摂取量が低下されている患
者さまに対し、直接聞き取りを行いながら食事を提供するハート食（ハートフル食）は、患者さまに喜んでいただいています。
また、入院・外来の患者さまに対し、肥満、糖尿病、循環器疾患、消化器疾患、癌、嚥下障害、アレルギー疾患など、医師の指
示のもと個人指導・集団指導を実施しています。チーム医療では、ＮＳＴや緩和ケア、褥瘡チームに参画し、各医療スタッフと
ともに積極的な栄養改善に努めています。
　栄養指導は毎日実施しております。ご要望などございましたら、お気軽に御相談、御紹介ください。

　中央臨床工学部では、医師の指示の下、人工心肺装置や血液浄化装置などの生命維持管理装置の操作・保守・点検を行う
ことを主な業務としています。患者さまの治療・検査に関わる「臨床技術提供業務」、生命維持管理装置を含む医療機器を安
全に使用するための「医療機器保守管理業務」を行っています。業務内容が多岐にわたるため、複数の診療科の医師、看護
師、その他医療スタッフ、事務職員の方々と協力し、患者さまへより良い医療を提供できるように日々の業務に取り組んでい
ます。

　入退院支援センターでは、入院支援看護師４名、入院支援事務員３名で対応しています。入院支援看護師は、入院前に「身
体的・精神的・社会的背景を含めた患者情報の把握」「入院前に利用していた介護サービス又は福祉サービスの把握」「褥瘡
に関する危険因子の評価」「栄養状態の評価」「服薬中の薬剤の確認」「退院困難な要因の有無の評価」「入院中に行われる
治療・検査の説明」「入院生活の説明」などを行います。入院支援事務員は、入院手続きに必要な書類の説明と入院案内、医
療限度額適用・標準負担額認定証の手続きに対する説明、事務処理を行います。
　入院支援看護師の具体的な支援内容は、入院・術前オリエンテーション・呼吸訓練指導・禁煙指導・栄養指導・休薬指導・
口腔問題の確認及び口腔ケアの必要性に関する説明並びに医科歯科連携の手続き等です。患者に応じた支援を行い、スムー
ズな入院に結び付けています。また、病棟や外来と連携を図り看護の継続ができるように努め、必要に応じて多職種と連携
しています。　

● 入院支援をすることでの患者さまの利点
　入退院支援センターであらかじめ説明を受けてい
れば、退院までにどのような治療プロセスをたどり、
準備が必要なのかを話し合うことができ、心構えも
できます。また、患者・家族の不安や予測される問題
に対して早期から多職種協働をすることで、安全・安
楽な入院生活を送ることにも繋がります。
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栄養管理室長

中央臨床工学部長

【栄養管理部・栄養管理室／中央臨床工学部／入退院支援センター】

目　的 
入院前から患者・家族が入院生活をイメージできるとともに、患者の身体的・精神的・社会的背景
を把握し、退院後の生活を想定して院内外の多職種が連携し「切れ目のない支援」を提供する。

目　標
１．患者・家族が入院に対する不安がなく生活できるようにする。
２．在宅復帰に向けた問題点を早期に発見し、患者・家族と共に解決できるように支援する。
３．多職種（医師・病棟看護師・外来看護師・退院調整部門・医療ソーシャルワーカー・介護支援専

門員・保健師・薬剤師・管理栄養士・リハビリ部門・事務等）と連携し、より専門的支援ができる。
４．地域の医療機関・施設・介護事業所等との連携や社会資源の活用を行い、患者の療養環境を整

える。

栄養管理部・栄養管理室 入退院支援センター

中央臨床工学部



　地域医療連携室では、退院調整看護師４名、医療ソーシャルワーカー４名の計８名で、病棟担当制により業務にあたってい
ます。なお、３名の医療ソーシャルワーカーが両立支援コーディネーターの資格を有しており、機構の大きな使命のひとつで
ある治療と就労の両立支援にも積極的に取り組んでおります。どうぞお気軽にご相談ください。

どこに問い合わせたらいいか分からない…そのような時は一先ずお気軽にお電話ください。

　事務が３名在籍しております。地域医療連携室では、地域医療機関、市町村行政機関及び介護保険事業所・施設等との連
携窓口として、患者様の転院・在宅復帰支援、社会資源の情報提供、各種相談など幅広い業務を担っています。今後とも、こ
れまで以上に密な連携を取り、地域と病院との架け橋となれるよう心掛けてまいります。
　地域医療機関の先生方、患者様をはじめ、たくさんの方々に気軽にご利用いただけるよう努めてまいりますので、よろしく
お願いいたします。
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副院長

副院長

（兼治療就労両立支援部長）（兼地域医療連携室長）（兼労災疾病研究室長）
（兼熊本労災看護専門学校長）（兼臨床研修センター長）（教育・研修担当）

（兼産婦人科部長）（兼地域医療連携副室長）（薬事、治験担当）相談支援・退院支援・両立支援部門

● 入退院等に関わる各種ご相談・ご支援　　　● 医療機関・介護保険事業所との連携
● 各種社会福祉制度のご相談　　　　　　　　● 治療と就労の両立についてのご支援
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　医療ソーシャルワーカー（社会福祉士）　相談支援部門
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　退院支援看護師　担当：中央３病棟　
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　医療ソーシャルワーカー　担当：東４病棟

【地域医療連携部・地域医療連携室】

問い合わせについて

● 紹介患者様の初診及び放射線科検査予約取得
　再診のご連絡の場合は直接、外来（１４時以降）へご連絡ください
● 紹介状・返書の管理
　お返事が遅れている場合は恐れ入りますがご連絡ください
● 行政機関および地域医療機関等との連絡・調整
● その他よろず問合せ

病院代表電話 ０９６５−３３−４１５１

地域医療連携室
直通ファックス ０９６５−３４−５７９９

放射線科検査予約
専用直通電話 ０９６５−３３−７２２７

入退院支援・相談窓口
専用直通電話 ０９６５−３３−７２３１

※救急患者に関する連絡はこちらへお願いします。

退院調整、相談支援、両立支援に関するご用件の際にご利用ください。

検査方法の詳細につきましては病院ＨＰ：「医療関係の方へ」→「患者紹介」をご覧ください。

地域医療連携部・地域医療連携室

事務部門
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